
議員名

議案等名

新政とうかい 光風会 公明党

結果
飛
田　
静
幸

舛
井　
文
夫

大
内　
則
夫

越
智　
辰
哉

河
野　
健
一

武
部　
愼
一

吉
田　
充
宏

寺
門　
定
範

笹
嶋　
士
郎

三
上　
　
修

江
田　
五
六

恵
利　
い
つ

岡
崎　
　
悟

植
木　
伸
寿

大
名
美
恵
子

村
上　
　
孝

阿
部　
功
志

請願第５－１号
「最低賃金の大幅引き上
げと中小企業支援策の拡
充を求める意見書」採択
の請願書

× × ×
議

長

×
欠

席

× × × × × ○ × × ○ × ○ 不採択

発議第１号
「安保関連３文書」の閣
議決定の撤回を求める意
見書について

× × × × × × × × ○ ○ × × ○ ○ ○ 否決

○…賛成　　×…反対	 ※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します。

発
議
第
１
号

安
全
保
障
の
あ
り
方
、
日
本
の
役
割
は

外
交
政
策
と
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
外
交
努
力

を
通
じ
て
対
応
す
べ
き
。
閣
議
決
定
の
み

で
改
正
を
図
り
、
特
化
し
た
軍
事
予
算
を

国
民
に
押
し
付
け
る
こ
と
は
断
じ
て
許
さ

れ
な
い
。
戦
争
の
歴
史
を
繰
り
返
さ
な
い
。

賛
成

村
上 

　
孝 

議
員

反
撃
能
力
の
保
有
は
相
手
国
が
ミ
サ
イ

ル
攻
撃
等
の
発
射
前
の
段
階
で
も
相
手
国

が
「
攻
撃
に
着
手
」
し
た
と
見
な
し
て
反

撃
で
き
る
も
の
と
す
る
。
実
質
的
に
国
際

法
上
も
違
法
な
先
制
攻
撃
の
事
態
が
想
定

さ
れ
憲
法
第
９
条
の
下
で
絶
対
に
許
さ
れ

な
い
。

賛
成

大
名 

美
恵
子 

議
員

請
願
第
５
ー
１
号

戦
争
は
経
済
と
生
活
へ
の
大
打
撃
だ
。

敵
対
関
係
を
小
さ
く
す
る
外
交
努
力
を
政

府
は
放
棄
し
て
い
る
。
軍
事
力
の
肥
大
化

で
平
和
が
保
て
る
と
い
う
発
想
は
安
易
で

思
慮
が
浅
い
。
危
険
な
目
に
合
わ
な
い
立

場
の
人
ほ
ど
無
責
任
に
威
勢
の
い
い
こ
と

を
言
う
。

賛
成

阿
部 

功
志 

議
員

国
防
は
国
が
や
る
こ
と
だ
が
、
地
方
か

ら
も
声
を
上
げ
な
い
と
戦
前
と
同
じ
に
な

り
か
ね
な
い
。
抑
止
力
で
平
和
は
守
れ
ず

国
の
あ
り
方
が
根
本
か
ら
覆
る
。
多
く
の

戦
争
は
自
衛
か
ら
始
ま
っ
た
。
日
本
が
や

る
べ
き
は
軍
拡
で
は
な
く
、
平
和
を
つ
く

る
外
交
だ
。

賛
成

光
風
会恵

利 

い
つ 

議
員

請
願
者
の
最
低
生
計
費
試
算
調
査
で
は

労
働
時
間
月
１
５
０
時
間
と
し
て
男
性
の

時
給
１
６
８
７
円
、
女
性
は
１
６
７
４
円

に
。
物
価
水
準
は
茨
城
と
東
京
他
府
県
も

殆
ど
差
が
な
い
。
中
小
企
業
支
援
と
共
に

最
低
賃
金
を
全
国
一
律
に
す
る
必
要
性
は

明
ら
か
。

賛
成

大
名 

美
恵
子 

議
員

日
本
は
、
隣
国
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
や
海

洋
進
出
に
よ
っ
て
、
軍
事
的
脅
威
に
晒
さ

れ
て
い
る
。
国
連
が
機
能
し
な
い
現
状
に

お
い
て
、
必
要
最
小
限
度
の
設
備
導
入
は

不
可
避
。
話
し
合
い
を
続
け
つ
つ
も
、
適

時
課
題
に
折
り
合
い
を
付
け
て
ゆ
く
必
要

が
あ
る
。

反
対

新
政
と
う
か
い

三
上
　 

修 

議
員

我
が
国
は
戦
後
、
最
も
厳
し
い
安
全
保

障
環
境
に
直
面
し
て
い
る
。
防
衛
力
の
増

強
や
同
盟
国
と
の
協
力
関
係
強
化
が
必
要

で
あ
る
。
外
交
と
防
衛
が
両
輪
と
し
て
機

能
す
る
こ
と
が
重
要
だ
が
、
外
交
あ
り
き
、

防
衛
あ
り
き
の
問
題
提
示
は
、
無
意
味
だ
。

反
対

新
政
と
う
か
い

吉
田 

充
宏 

議
員

一
律
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
必
要
で

あ
る
。
し
か
し
、
最
低
賃
金
時
給
１
５
０	

０
円
の
実
現
に
は
、
日
本
経
済
の
生
産
性

の
向
上
に
よ
る
大
幅
な
成
長
が
必
須
で
、

社
会
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
極
め
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
現
在
そ
の
環
境
に
な
い
。

反
対

公
明
党岡

崎 

　
悟 

議
員

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
反
対
す
る
人

は
雇
う
側
の
立
場
に
の
み
立
ち
、
雇
わ
れ

る
側
の
立
場
に
立
と
う
と
し
な
い
。
請
願

は
中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充
も
セ
ッ
ト
で

出
さ
れ
て
い
る
の
に
、
そ
こ
を
無
視
し
て

い
る
。
請
願
内
容
を
理
解
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

賛
成

阿
部 

功
志 
議
員

各議員の賛否（議案などで賛否の分かれたもの）

　
自
分
の
意
見
（
賛
成
ま
た
は
反
対
）
を
表
明
し
、
そ
の
意
見
に
反
対
す
る
議
員
、
賛
否
の
意

思
を
決
め
て
い
な
い
議
員
を
、
自
分
の
意
見
に
賛
同
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。

討
論
と
は
…

論
討

6
月
定
例
会
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